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は じめ に

本稿は,初 級文型応用表現練習法(1),(2)(「 講座日本語教育」第25,26

分冊)に 続 くもので,日 本語学習者 に初級文型の自然 な用法を習得 させる

ための練習方法を,そ の文型の用法上の特色 ・指導上 の留意点 などととも

に示 したものである。 目的,記 述の形式 など前回までと同様であるが,今

回は早稲田大学初級 日本語教科書の第30課 から第40諜 までの文型(及び

指導項 目)を扱っている。

今回までで一応初級目本語教科書の全課を扱 ったことになるわけだが・

今後に残 された課題は多い。これまで示 してきた練習方法を実際の授業で

試行 し改善 していくこと,さ らに新 しい練習方法を開発 していくことも必

要であろう。その際に,そ もそも 「文型」 とは何か,「 自然な用法」 とは

どういうことなのか,r表 現練習」 のr方 法」 としてはどのようなものが

考えられるのか,と いった言語教育 における基本的かつ本質的 な問いかけ

をしてい くことを忘れてはならない と思 っている。

*本 稿 に用 い た略 号 は
,珠 の とお りで あ る。

T、..教 師S… 学 習 者N… 名 詞Aj一 一 形 容 詞AjN・ 一 い

わ ゆ る形 容 動 詞Adv・ ・.副 詞v...動 詞Vi.自 動 黄vし

他 動詞A,B,・.・ い くつ か の品 詞 が 入 る とき の総 称
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未熟な段階で公にしたのも初蔽教育を考えていくための一,つの叩き台に

なれば との願いからであつた。 どのような観点からでもご教示 いただけれ

ば幸いであるD

66,N(人)を/にVせ る/さ せ る

N1(人)に 賊2(事 柄)をVせ る/さ せる(使 役)(L30〉

一 口に使役 と言 って も,意 味的には"誰 か に何 かを 無理 や 勢させる"

"誰 か に何 かをす るよ うに仕 向 ける""誰 かが何 かをす るのを許 す"な ど

い ろい ろな場合が あるが,文 型 としては次 の二つ の型 がある。

a)自 動詞 の文型

N(入)を 〆にvせ る/さ せる……Vは 自動詞

例 弟 を走 らせま した。弟竺行かせ ました。

b)他 鋤詞の文型

N1(人)にN2(事 柄〉をVせ る/さ せる……Vは 他動詞

例 ・息子 に有名中学の入学試験 を受 けさせ ま した。

a)の 文型 では行為 をす る人(N)を 「を」「に」 の両方で示す ことがで き

る溺,「 を」を演 うと命令 ・強制,「 に」を使 うと許 可のニ ュア ンスが出 る。

従 って,ま れ にNが 無生物 主語である場合 には,「 に」で はな く 「を」 を

用い るこ とになる。

また,「 子供 たちに歩道 を歩かせる」 はb)の 文型 に似 てい るが,「 歩 く」

は弛動 詞では な{自 動詞 なので,こ れ はb〉 の文型 では ない。通過 する揚

所 を示 す 「を」 とa)の 文型 が一 つになる揚合 には,行 為をす る人 を 「に」

で示すのである。例 えば・a)の 例文 に 「公 園」とい う場所 を加 える と,「 弟

に公園 を走 らせ ま した」 となる.こ の ように,2つ 以上 の名詞句 を とる場

合 には,Vが 自動詞か他動詞か1こはかかわ りな く,「(人)些(事 柄 ・物)豊

Vせ る/さ せる」 とい うよ うな助詞 の使 い方 をす るのが一般 である。た と

え強制 してさせた行為であ って も,「 弟堂公 園塗走 らせま した」と 「を」を

二つ重ねて使 うことはない。

一163一



さらに》 「泣 かせ る」 「笑 わせ る」 「び っ くりさせる」 「怒 らせ る」 「喜ぱ

せる」 「心配 させ る」 な どは・使役 の形 だが・相手 にそのよ うな行為 を し

ろと意 図的 に指示 したわけでは な く,こ ち らの行 為が もとで結果的 にそ う

い う状況 になった とい う意味 で ある。

例 兄 はいつ もしゃれを言 っては人を笑 わせる。

わた しは大学を何年 も留年 して両親 を心配 させま した。

なお,使 役 を 指導す る際 に注意 しておか なければ な らない ことが ある。

それ は,目 上 の人 が対 象で ある場合 や,あ る行 為をするこ とをお願 いする

ような揚合 には使役 は使 えない とい う点 である.こ の場合 には,L20で 学

習 した 「43,Vて も らう」 を使 うとよい。

例 漢字:がよ くわ か らなか ったので,紙 に書 いて もらいま した。

書 き上 げた論文を先 生に見 ていただきま した。

実際,現 実 の場面では,行 為 をする入 のほ うが行為 を させ る人 よ りもよ

ほど年下 か(地 位 的 に〉目下でない限 り,使 役 は現れ に くい。従 って,表 現

練習 を させ る場面 も,先 生 と生徒 ・親 と子 ・課長 と社員 ・監督 と選手 ・親

方 と弟子 …… な どの よ うに明 らかな上下関係 が前提 となってい るもの でな

ければ な らないQ

(練習方法1)

場 面を教室(先 生 と生徒)・ 家庭(親 と子)・ 会社(課 長 と社員)ら グラウン

ド(監 督 と選手〉・相撲部屋(親 方 と弟子)… … な どに設定 し・何 人かで寸劇

を演 じる。 ナレー ター が一 入出て,「 誰 が誰 に何 を させたか」 について劇

を見 なが らそのつ ど解説 をす る。劇 はせ りふ があって もいい し,ジ ェスチ

ャーだ けで もかまわない。ナ レー ター は交替制 にす る。 だんだん劇 の進行

をはや くして,ナ レー ター が瞬時 に使役 表現を 口にせ ざるを得 なくなる よ

う訓練 する。

例 相撲 部屋

「親方 が弟子を座 らせ ま した。」

「親方 は弟子 に話 を聞かせています
。」
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「今度は親 方が弟子 を立たせました。」

「親方 が弟子 に準備体操 を させています。」

「弟子 を二人ず つ組 ませ ます
。」

「二人ず っで練習 させ るのでしょう。」

「ここでち ょっ と弟子た ちを休 ませます
。」

「親方 はおかみ さんにお茶 を運 ばせま した
。」

「親方 は弟子 の一人 に自分 の肩 を揉 ませ ています。」ets・

(練習方法2〉 関 白宣言

関白を一 人決 め,そ の人に対 して,現 在身の回 りの世話 を どうしている

のか,ま たは これ か ら身の回 りの世話 を どうす るのか,み んなが質問 を浴

びせ る。関 白は自分で は何 もや らないこ とを強調す るため・周 りのい ろい

ろな人た ちにや らせている,ま たはや らせ るつ も りだ とい うよ うに返答す

る。

例 亀

Sl

S3

. Sl

S些

Sl

s5

SI

S6

St

「いつ も食事 はど うしていますか
。」

「もちろん妻 に作 らせ ていますよ
。」

「シャツや くつ下 は自分で洗 うんですか
。」

「いい え
,と んでもない、妻 に洗 わせ 倒 こ決 まらてます よ。』

「広 い書斎 を持 っているそ うですが,掃 除が大変 で しょ うね。」

「いや あ
,掃 除は娘 にさせています か ら。」

「庭 の芝生 の手入れ も手がかかるで しょう。」

rさ あ ど うで しょう。息子 にや らせます か ら平気 です よ。」

「車 はご 自分 で運転 なさるんで しょうち

「いいえ
)運 転手 に運転 させます。」etc、

67.一 ほ うがし、し、(L30〉

rほ うがいい」 には
,話 し手 の意見 として,よ り適 当な選択 を示す用法

と・その発展 として,相 手 に直接何 かを提案 した りア ドバイ ス した りす る

用法 とがある。形容詞 ・形 容動詞 を受 ける揚合や 「名詞+の 」 の場合 には
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前者 の用 法が多い。また,動 詞 を受 ける揚合 で も,動 詞 の現在形 を受 ける

か過去形 を受 けるかに よってニュァンスに差 び出 るこ ともある。

a「 イギリスに行 くよ リフランスに行 くほ うがいい。」

brイ ギリスに行 くよPフ ランスに行 ったほ うがいい・」

aは 自分の希望 を述 べる前者 の用法 に,bは 相手 に何 かを勧 める後者 の用

法 にな りやすい とい う傾 向がある。

(練習方法1)

Tが 困 った状況 を挙 げ,Sボ それ につい ての解 決策 をア ドバイ スする。

ア ドバイ スは、思いつ くままにい くっ言 って もいい。

例 丁 「旅行 に行 って道 がわ か らな くな りました。」

S1「 地図 を見 たほ うがいいです。■目

S2「 交番 で聞い たほ うがいいです。」

S3「 入 に道 を聞 レ、た}ま うカΣレ、V、です。」

(練習方法2)品 物選 び

店 で洋服 ・装飾 品 ・靴 ・パ ッグ ・食器 ・・家具 な どを購入す る場面を設定

する。店員 に対 して客が 自分の好 み を一 つずつ伝 え,店 員 はそれ に応 じて

ふさわ しい品物 を次々 に見せて い くとい うもの。 品物を実際 に用 意す るの

は無理 なので・ あらか じめ何 枚 も絵 をかいておき・それ を客 の好 みに合 わ

せて見せ てい くとよい・予想外 の注文 が出て・好 みに合 わせ る絵 がなか っ

た ら,そ のよ うな品物 はない とい うことで商談 を終 わ らせるか転換 させる

かす る。 あ らか じめ用意 した絵 では なぐ,そ の場 で客 の注文 に合 わせて絵

をかいてい く方法 もある。 この方法 だ と,商 談 を際 限 なく続 け られ,い つ

までたっても満足 しないわがままな客 を演 じさせる こともで きる。

例 宝石店 で

客 「プ レゼン トにする指輪 がほしいん です が。」

店員 「どん なのがよ ろしいですか。 今 なら,真 珠がお買い得 になって

お.りますが9」
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客 「で きれぱ誕生石の指輪のほ うがいい んです が。」

店 員 「何月生 まれ ですか。」

客 「12月 生 まれです。」

店員 「それ じゃ,ト ル コ石 ですね。 マ…一これ なんかい かがです か、 ま

わ りにダイ ヤがつい.ていてきれ いで しょう。」

客 「ええ,で も,ダ イ ヤはついてい ない ほ うがいい んです。」

店員 「じゃあ,こ れは どうですか。トルコ石 が大 き くて立派 で しょう。」

客 「あの、 もう少 し石 が小さ レ・ほ うがいい と思 う.んです 漢。 こん な

に大 きい とち ょっと派手すぎて・一…」

店員 「そ うです か。 … …これは本 当は5万 円の品 なんです が1今 目の

目玉商品 で特別 に 斗万 円に しています.こ れ な らそん なに派手 じ

やない と思 い ます けどね。いかびで しょう。」

客rそ うですね。 できれ ば,.も っ と安いほ うがいい です ね え。」

(練習方法3)

病 院 ・法律事務 所 ・教育相 談所 やその他い ろいろな種類 の相談 窓 口で ア

ドバ イスを受 ける場面 を設定す る。「なければい けない」(義 務)→ 「(なく)

て もいい」(許 容)→rほ うがいい」(提 案 ・勧告)と い うよ うな藷 の流 れを

作 って練習 させる と,「 ほ うがいい」 のニュァ ンス も把握 しやす く,既 習

の文型の復 習 に もなっていい。

例 病院で

医者 「あした,退 院 して もいいです よ。」

患者 「えっ,本 当ですか。 ありが とうございます。 それ じゃあ,も う

普 通 の生活 を して も大丈夫 なんですね、」

医者 「い や,ま だそれ は無理ですよ。まだ完全 に は骨 が くっついていま

せんか ら,絶 対 に走 ってはいけまぜん。それ にン階段 の上 り下 り

に も十 分注意 した ほ うがいいですね。」

患者 「実 は,今 度の連休 に社員旅行が ある んですが,行 って もい いで
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しょ うか。」

医者 「バ スで 移動 す るだ けなら問題 あ りませ んが,長 い時間山道 を歩

ヤ、た二り1ましなレ、壱まう力監レ、レ、で しょうQ」

患者 「病院 にはこれ か らも通わ なければな りませ んか。」

医者 「ええ}週 に3回 リハ ビリに来 て くだ さい。」

患者 「え っ,3回 もですか。そんなに来 なければい けないんです か。」.

医者 「まあ,忙 しければ2回 でもいい です が,で きれば3回 来 たほ う

が いい と、思いますよ。」

患者 「食 ぺ物 は何 を食 ぺて もかまわ ないんです か。」

医者 「そ うですね。 できるだ け カル シウム の多い もの を た くさん食 べ

て くだ さい。牛乳 は,一 日に500.ccぐ らい飲んだ ほ うがいいん

です よ。」

患者 「あの,お 酒 を飲 んではいけませ んか。」

医者 「ま あ,別 に飲 んで もかまいませ んが,そ んなにた くさんは飲 ま

ないほ うがいい でしょうね・.」

68.一 よ うにす る(L30)

rよ うにする」 は これか ら何 かを意図的 に行 うこ とを表す
。 変化 し癒が

らも既 にある状態 に達 していることを表 す 「よ うになる」(L29)と 好対 照

である。

(
a「 ア メ リカ に一年問 もいれ ば英語が話せ るよ うにな ります か。」

ド br自 分か ら積極 的 に話 すよ うにすれ ば・ きっ と話せる よ うになるで

しょ う。」

のよ うに 「よ うにす る」 と 「よ うになる」目とを対.照 させ て うま く説明で き

るもの もあるカ㍉

弛 「一 生懸命 に勉 強するよ うにす る と,合 格す るよ うにな ロます。」

のよ うに不 自然 な表現 になる もの もあるので注意 が必要 である。

なお,「 よ うに している」 は意図的 な行為 の結果,そ れが習慣化 されつ
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つ あるこ とを表 している。

(練習方法1)

rVて くだ さい」rVな いでくだ さい」(L14〉rVほ うがい)、」(L30)を

使 った文 をTが 言い,Sが そ れ を受 けて,「 よ うにする」 「よ うに してい

る」 を使 った文 で言い換 える。

例Tr毎 日二 時間ずつ 目本語 の勉強 を して ください。」

S王 「はい,こ れか ら毎 日二時問 ずつ 日本 護 の勉強 をする よ うに しま

す。」

T「 真夜中 に大 きな声 で話 さないで ください。」

S2「 は い,こ れか ら話 さないよ うに します。」

T「 健 康のた めには,バ スに乗 らないで,な るべ く歩 いた ほ うがい

い です よ。J

S3「 そ うですね。 これか らなるべ く歩 くよ うに します。」

亀 「え え,今 はなるべ く歩 くよ うに しています。」

(練習 方法2)

Tが あ る状況 についてSに 質問 した り、忠告 した9す る。Sは そ こか ら

判 断 して 自由に 「よ うにする」 「よ うに してい る」 の文 を作 ってTに 答

える。

例 丁 「先週のテス トの成績 ぽあま りよ くあ りませ んで したよ。」

銑

丁

轟

丁

覇

「どうもすみません。今度 か らもっ と勉強す るよ うに します。」

「熱 が38度 もあるんです が
,大 丈夫 で しょうか。」

「今 目は家 でゆっ く り休 むよ う目に して くだ さい。∠

「おぱあ さんはいつ もお元気 ですね
。」

rえ え
,睡 眠 を十分 にとるように しています し,食 べ物 にも気 を

っけるよ うに しているんです。」

69・ 一 はずです(L31)

「はず です」 は
,こ れ までの知 識や経 験,習 慣,ま たは何 らかの強 い背

景 に基 づいて個 入的な期待 や確信 を表す表現で ある.何 も根 拠が な くて も
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勝手 に予想 を述 べる二 とのできる 「で しよう」 との違 いは この点 にある。

練習 で も,「 はず です」 が使 えるだ けの根拠 がは っきりした場面 を設定す

る必要 がある。

(練習方法)

Tが まずある争実 を述 ぺ,次 に,そ れを根 拠 に何かを推量 している文

を途 中で言 い さす。Sは 自分 の判断 でその文 を完成 させる。

例 丁 「ひか り3号 は10時 に新大阪に着 きます。今10時 半 だか ら… …」

S1「 もう着 いたはずです。」

TボSに 何 かを質問す る形 も とれる.こ の場合,判 断の根拠 となる事

実 をも う一入のS渉 つ け加 えて いくとい う三者 掛 け合 いの方法 もある。

例 丁 「お父 さん はコンサー トが始まる時問 を知 っています か.」

S2「 き の う私 が話 しましたQJ

S3「 き のう私 が話 しましたか ら,知 っているはずです。」

70.一 つ も りです.(L31〉

「つ も りです」 は
,あ るこ とをす る意向 を持 っていることを表 す。 「う/

よ う」 や 「たい」 が意志 ・希望の直接 的,瞬 間的 な表現 で あるのに対 し,

「つ もりです」 はその気持 ちを客観的,持 続的 に とらえる点が特 徴的で あ

る。

(練習方法〉

チェーン ドリル方式 で・今 日これ か らの予定 ・長期休暇 の計画 ・将来 の

進蟄 な どについて 自由に問答す巻。前 の人 と同 じ動詞 を使 った らペ ナル テ

ィ を課す な ど,ゲ ーム感 覚で行 うとお もしろい。

例 丁 「今 日の午後 は何 を レますか。」

SIr友 達 と映画 に行 くつ もりです.・S2さ ん は今度 の 日曜 目はど ラし

ますか。」

S2rわ た しは鎌倉 に行 ってお寺 を見 るつ も りです。S3さ 〃はゴー ル

デ ンウィー クは ど うするつ もりですか。」

S3「 特 に予定 はあ りませ ん。家 でゆっ くり休 むつ も りです。S4さ ん
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の夏休 みの予定 を教 えて下 さい。」

亀 「まだ決 まって いま置 ん。 去年 は カナ ダに 旅行す るつ も りで した

が・体 をこわ して行 けませんで した。今 年 こそ行 きたい と思 って

いますが,ま だわか りませ ん。S5さ んは夏休 み にどこか に行 き

ますか。」

S5「 どこにも行 くつ も りはあ りませ ん。・一 畠・」

71。 一 ようです

一 ら しいです(L31)

rよ うです」rら しいです」 の違い について はさまざまな研究 があるが・

初級段階 では,「 よ うです」が直接情報 を,「 らしいです」が間接情報 をも

と にした判 断であるこ とを学習 させ ればよい。 どち らも使 える よ うな場面

での両語 の細 かいニュア ンスの違いな どにはまだ立 ち入 らず に,ど ち らか

しか使 えない ような特徴 的な用 法か ら教 えたほうがよい。

(練習方法1)「 よ うです」

直接情報 を与 えて 「よ うで す』を使 って判 断 さぜ るよ う目な場面を考 える。

① 写 りのよ くない写 真 を見せて誰 なのかを 当てさせ る。→rこ の人は中

国 人のよ うです。」

② 録 音 した音 を 聞かせ て その揚所 を 当 てさせ る・→ 「アナ ウンスの内容

か ら考 えて,こ こは空港 のよ うです。」

③ 後 ろか ら声 をかけて声 の主 を当て させる。 →rあ っ,そ の声 はマ リー

さんのよ うです ねoJ

④ 目隠 しして触感 で物 を当てさせ る。

⑤ ぜ ズチ ャーを して何 の動物かを当て させる。

⑥ 匂い を嗅がせて何 かを当てさせ るoetc.

(練習 方法2)rら しいです」

間接 情報 を与 えてrら しいです」 を使 って判 断 させる よ うな揚 面 を考 え

る。

例目Slと 亀 が会話 を し,そ れを傍 受 したS3が その内容 をS二 に告 げる。
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S1「 お体 の ぐあいは いかがですか。」

S2「 あ りが とうござい ま す。 きの う一 目ゆっ くゆ 休 んだ らす っか りよ

くなりま した。」

S3「S2さ ん は体 の ぐあい炉悪 かったよ うです よ。」

S4「 へ え,そ うですか。 も う大丈夫 なんで しょうか。」

72。 一 か も しれ ません(L31)

rか も しれ ません」 は確 信 の度合 いが低 いこ とを表 すが
,現 実 の場面 で

は7確 率 がぜ ロに近 い場合 か ら7,8割 と思 われ る揚合 ま.でか なり.使用範

匪が広 い。 しか し,初 級段階 では,「 で しょ う」 より確信 の度合 いが低 い

表現 として取 り上 げてお いた ほ うが よい だろ う。

(練習方法1)

rよ うです」 の練習 の ときに用意 した材料 よ り
,も っ とわか りに くい も

のを用 意 し,rか もしれ ま置 ん」 を使 って推量 させるよ うな場面 を考 える
。

例えぱ,写 りのさ らによくない写真 ・音 がよ く聞 き取 れ ない録音 テー プ ・

複雑 な匂 いのする もの など,確 信の持て ないよ うな品物 がよい。もちろん,

「ようです」 の ① ～⑥ をそのまま使 って も
,判 断 に自信 が なげれば 「か

もしれ ませ ん」 と表現する こ とは可能 で ある。

(練習方・法2)

「はず です
」 な どと關連づ けて,.「 か もしれ ませ ん」の特徴 を明 らか にさ

せる。

例S1「 山本 さんは12時 の新幹線 に乗 るそ うです。」

S2「 それ ではここに4時 まで に着 くはずです ね。」

S3「 乗 り換 えが うまくい けば,3時 半 頃に着 くかも しれ ません
。」

(以上,松 木正恵担 当〉

73・ と ノば ノた ら1な ら(L32～L35〉

1,順 接 条件 の表現 である。それぞれ の特徴 を練習方法 の前 に簡単 にま

とめてお くが,こ の使 い分 けが正 し くできるよ うになるこ とは ,上 級 の学

習者 に とって も難 しい ことでは ないだ ろ うか。それ ぞれ の特徴 を記憶 して
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も必ず しも自然 な表現 となるわ けで はない。教育 の現場 で も,「 迷 った ら,

"タ ラ"を 使 え
。」'と い う教師の本音 がよ く聞 かれるq語 の使 い方 を正 し

く身 にっ ける とい う.目的か ら考 える と,ト}ノ ㍉ アラ,ナ ラ・ すべてを う

ま く使 い分 け られ るこ とが理想ではあるが,実 際 の フミュニケーシ ョンで

は,そ のすべてが使 えなければな らない とい うこ とで は な い。 したが っ

て,初 級後半 の レベ ルでは,そ の使 い分 けの練習 として,で きるだ け多 く

の表現 を させて,理 屈 では な くイメージ として条 件表現 の自然 な使 い方 を

体得 させ,コ ミュニケー シ ョンの障害 とな らない程度 の実力 を育成す るこ

とが 目的 となる。その際 に,個 人の得意 な表現,不 得意 な表現 がで きても

さほ ど問題 とする こ とでは ない と考 える。そのた め,応 用段 階の練習 では,

自然 な コミュニケー シ ョン を実現 し・ 自分 自身 の自由な表現 の中で練習す

るこ とが適 当で ある と考 え られる。

・それ ぞれ の特徴

[と1.

・後 件 に話者 の意 志的 な表 現・ 驚 きを表 わす表現 は来 ない。

。条 件 とその帰結が,必 然的,反 復的 で ある。

[ば]

・前 件に状態表現以外の動 的 な述語 が来 る揚合,後 件 に意志的 な

表現 が来 ない。

・過去に起 こった出来事 を述べ る場合 にはつかえない。

・表現 に想定的 な意 味合 いが強い。

.発 見 した こ とを表す表現 はで きない 。.

[た ら1

・後件が独 立 しているので・ 制約 が無 く,意 志 ・禁止 ・希望 な ど

の表現 もで きる。

。現象 が原因,結 果的1ことらえ られた表現 となる。

・話 し手 の視点 ボ後件にあ り,後 件 が強調 され,発 話 の中心 とな

る。
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[な ら]

。絶 対に起 こる ことを条件 として扱 うことが できない。

・後 件 に,話 し手 の要求,意 志,価 値判 断な どが来 ることが多い。

。発 見,過 去の出来事,過 去の習慣 の表現 は来 ない。

(練習方法 支)

基 本的 な形の練 習 が終わ り,ト ・バ ・タラ ・ナ ラの形 を正 しく言 うこ と

ができるよ うになった ところで,'目.

旅行,.パ ー テ ィ㌦ な どの計画をクラス全体 で させる。・

T「 では,ま ず司会者 を決 めま しょう。だれ がい いですか。」(指

名 す る)

S1「 司会 だ った ら(な ら・な らば)S2さ ん がいい と思 い ます。」

T「 ではS2さ ん,次 のお休み に何 をナるか決 めて ください。」

S2r次 の休 みにク ラスのみんなで何 か したい と思 い ます。 何 か

い考 えがあ りませ んカ㌔」

S3rお 天 気 が よければ,ハ イキングがいい と思 います 。」

S窪 「・・一・・」

教師 は学生 が使 ってはい けない もの,も しくは不 自然 な表現 を使 った と

きのみ注意 逢与 え,そ れ以外 は とくに指示 を与 える必 要 はない。会話 が止

まって しまいそ うになった ときのみ,「 一 ・甲は大丈夫 ですか。」 などと会 話

を広 げるこ と,も し くは7新 しい条件 を付 け加 える こ とを心 が けれ ばよい。

練 習方法2)

「風 が吹 けば桶屋 が もうかる。」 と板書 し,教 師 は この諺 について,一 つ

一つの段階 を単純 な文 で板書 しなが ら学生 に説明す る。 ただ し,こ の諺 が

学生 の レペ ルに会 わないほ ど難 しい場合 には,教 師が同 じよ うな諺 を作 っ

て説明する。その際 できるだ け多 くの ト・バ ・タラ ・ナラ を使 うよ うに

心が ける。次 に,学 生 に同 じよ うな文(諺)を 作 らせ,そ れ につい て説 明を

させる。 この説 明の とき,ト ・バ ・タテ ・ナラの同 じもの を続 けて使 って

はい けないな どの規制 を加 える とよ り多 くの形 を使 えるので よい練習 とな
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る と考 え られ るる

・板 書の例(自 作 の諺 の場合)

「雨 がふ る と酔 っば らいます
。」

目'1、目雨がふ ります。

2・・服が ぬれ ます。

3.と て も寒いです・

4,か ぜ をひ きます。

5.目 頭 が痛 くなります。

6.勉 強 ができませ ん。

7.テ ス トで悪い、点数 を とります。

8.気 分 が悪 くな ります。

9,お 酒 を飲 みます。

10、 酔 っぱ らいます。

このよ うな板書 をして,そ れぞれ を ト・バ ・タラ ・ナラでつ ないで諺 の

説明 をす る。 その後 で学生 に紙 を配 り,板 書 と同 じよ うに単純 な文 のつ な

が りを書 かせ る。 その後 でその諺 を発 表(も しくはつ ないだ形 で作文〉させ

る。 その際,学 生 の レベ ルに応 じて文の数 を調節 す番 と無理 の無 い練習 と

なる。 「風 力歌 けば桶屋 がも うかる」 に関 して は,練 習 の後 で説 明 をした

ほ うが,理 解 しやすv・か もしれ ない。

(練習方法3)

・ト・バ ・タラ ・ナラを使 った文 で,学 生1と順番 に会話 を続 け させ てゆ

く。

ここでは前 の人 が使 った もの(卜,バ,タ ラ,ナ ラ)を 続 けて使 ってはい

けない と注意 をしてお く必要 がある。

Sゴ 「明 目晴れ た ら公園へ行 きま しょう。」

.S2「 公 園へ行 くな らお弁当 を持 って行 きましょ う。」

S3「 コンビニで買 えばいいですね。」

S{「 買 うと高 いです よ。 自分達 で作 りま しょう.ゴ
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S5「 自分達 で作 るのな ら,国 の料理 を作 りま しょ う。」

s6「 ・一 」

(練習方法4〉

学生 にア ドバイ スを求 めて,返 ってきたア ドバイ スを新 しい条件 を付 け

ることによ って,無 効 に し,新 しいア ドバイ スをさせ る、 なれ てきたら学

生同士(1対1,グ ル ープ対 グループ)で 々 らせ る.

TrS1さ ん,夏 休 みにあなたの国 に行 こ うと思 うん ですが。」

S「 そ うですか。 先生 が来 るのな ら,私 がいいホ テルを予約 し

ておきます。」

T「 で も,お 金 があ.まり無 いんです。」

S「 お金 だ った ら大丈夫です よ。 私の国は 物価 が とて も安いで

す。」

T「 それで もホテルは もったいないですね え。」

S「 そ うですか。それ なら私 の家 に泊まって ください。」

T「 で も,私 が行 くときにS1さ んは 目本 でアルバ イ トじや ない

です か。」.

S.「 ・一…」

74.Vう・/Vよ う と思 います(L33)

動 詞 の意志形 で ある。r～ たい」 の表現 と違い,r～ と思 ってい る」 の表

現で は人称 の制限は ないが,自 分 の意志 を表 わすこ とが最 も自然 であ り,

基 本的 なもの となる こと,r一 と思 います」 の形 では 一人称 を示 すこ とが

多い な どの理 由か ら,こ こでは一人称 で の練習 を考 えるこ ととする。

(練習方法)

まず,学 生 を二つ のグルー プにわ ける。そ して,も し来週一週 聞が休 み

だ とした ら何 をす るか,そ れ ぞれの グループに休 みの計画 を作 らせる。一

っのグループにそれ につ いてイ ンタビュrし,他 のグループの学生 にそれ

を あき らめさせ るよ うなこ とを言わせる。

T「 お休 みには何 をしますか。」
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G玉 「来週 の休 みには京都へ遊び に行 こ うと思 います。」

G2rど うや って行 くんですか。」

G1「 新幹線 で行 こ うと思 います。」

G2r新 幹線 は高 いですよ。」

G1「 学割 を使お うと,悪っていますか ら大丈夫 ですよ。」

G2rで も夏 の京都 は とて も暑 いですよ。」

G1「 ……」

T「G1の 人 たちは どうしますか。」

G1「 や っぱ り図書館 で勉強 しよ うと思 います。」

条 件表現 を使 って,あ る条件 済ついた ら どうす るか を表現 させ るこ とも

良 いか と考 えられる。(た だ し,会 話 が短 くなっで しまう。)

(以上,深 田嘉 昭担 当)

75.N(人)がVれ る1ら れ る

N1(人)がN2(人 〉にVれ る/ら れる

N1(人)がN2(人)にN3(事 物)をVれ る/ら れ る(受 身〉・(L36)

一 つ の事象 を表現す る際に,能 動態,受 動態,ど ち らの 形式 をと るか

は,話 者 の関心 の中心 が,そ の事象 にかかわる動作 ・作用 の主体 に置 かれ

るか,あ るいは動作 ・作用 の結果に置かれ るか によ づて決定 され る。例 え

ば,強 盗が銀行 の金 を盗 んだ とい う出来事について 日本語 を母語 とす る話

者 が述 ぺ るとき,そ の銀行 の行員は目「強盗 に金 を盗 まれた」.と表現 す るの

が 自然で あろ うし,警 察官は 「強盗が銀行 の金 を盗 んだ」 と言 うのがふつ

うで あろ う、 しか し,こ の関心ゆ中心 が置 かれ る表現上 の焦点 を決定す る

要因 は話者 の個別的な状 況だけではない よ うだ、つ ま 弘 一 つの事象 を表

現す る ときに受身表現 を選択す ることが適切 であるか ど うかはそれぞれの

言語 によって必ず しも同一 では ない。 この点が,結 局,教 えるときに一番

むず かしいのだが,残 念 なが ら今後 の課題 として残 ってい る。い まここで

は,日 本語 で受身表現 が使 われ る典型 的な場合 の練 習 を学習者 に与 え る。

一177一



迷 惑 ・被害 の受身:周 知 のよ う1ご,・受 けた行為 や作用.につい て,迷 惑 ・

被害 を被 った とい う感情 を込 めて述 べ る場合 に しば しば受身表現 が使 われ

る。

中立 の受身(利 害 に関係 の ない受身)二 中立 の受身表現 の中で一般的 によ

く使 われ るのは行 為 の主体 が不特定多数 の揚合 で ある。その種 の表現 は新

聞 ・放送 等 の報道 関係 や書籍 ・雑誌等 の記述 に典型的 に使用 されて いる。

(練習方法1〉 いろいろ110番 一 討 論形式

いわ ゆる 「110番 」 への被害届 け といった形 のグループ練習で ある。 次

のよ うな手順 で行 う。

1,Sに は下記 のよ うな実例 を事前 に与 えて ,宿 題 として,訴 えるべ き被

害 を考 えさせ てお く。

2,Sは 被 害者 の役(S)と 解 答者 の役(S)と の両方 をつ とめる。Tは 双

方の問 の司会者的役割 をして討論 の流れ を調整す る。

3,初 め に学生達 か らいろいろな(五 つ位 まで)被 害状況 を訴 えさせる。目

4,被 害 を聞レ・て,学 生 の各人 が自分 に答 え られ る問題 につ){て 解決策 を

与 える1目

5,討 論 形式 なので,途 中レ・ろい ろな意 見 が出 る方が望 ま しい
。

例(被 害の訴 え)

T'「 み な さんは 日頃の 生活 の中で い ろいろ 困っている問題 がある と思

います。それ らの問題 について経験豊富 な方々 か らお知恵 を拝借 し

たい と思レ・ます。その状況 を簡単1こおっ しゃって くだ さい。問題 が

出そろ・らた1ところで解決法 に移 りま しょう。」

SIf私 は主婦 です,週 に三 日は,退 屈 している とな りの家 のお じい さ

んに家 に来 られ て,三 時 間 も四時聞 も居 すわ られ,ど う・に もな レま

せ ん。」

S2「 う目ちの裏 手は'幼稚園の 庭 なんですが,し よっち ゅう子 どもたちに

ボ ールをぶ つけられて・家 の あちこちを こわ され ます。 で も,う ち

め子ゼ もが無試験で入園 させて もらったんで,言 いに ぐい んで す。」
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, S3「 小 企業 の社長 です が,社 員 に休 まれた り,や め られた りして困 っ

ているんです が……」

例(解 答)

答 えるまえに,TもSも 既出の内容 をもう一 度受身表現 で発話す る。

解答者 は被害者 に更 に詳 しい説明 を求 めて もよい。

T「 では,ど の問題 か らで も結構 です。解 決法 をお願 い.します。 お じ

い さんに居 すわ られ る主婦,家 をこわ され る人・社員 にや め られ て

困る経営者 など,い ろいろ相 談 されま したが,ど うで しょ うか.」

SIr社 員 にや め られ る とい うことについ て答 えます。… …」

亀rお じいさんに家 に来 られる とい う奥 さんにお答 え します。 ……」.

S3r家 を こわ され ても言い にくい とい う点 です が》 一 ・コ

以上は 「生 活110番 」 タイ プのもの で あ る。 そ.グ)他,「子 ども110番 」

r外 国人110番 」 「有名入110番 』(芸 能人,ス ポー ツマン,政 治家,文 化人

等 になったつ も りで〉等の 状況設定で 練習 できるが,状 況 自体 を学 生 に設

定 させるの もよいo

(練習方法2).立 場 変 われば一 スキ ッ ト

同 じ一つの行為や出来事 が,そ れ を受 け取 る側の立場 によって,本 当に

あ りがたい こ とに もなる し,ま た逆 にあ りがた迷惑 にもなる とい う状況設

定 で スキ ッ トを創作 し,演 じる。出演者 は2人 か ら数人。各人の話 す セ リ

フは二 つ程度。 学生 は 親切 な行為 をす る人(S1),そ の行為 に 感謝す る人

(S2),迷 惑 する人(S3～S5)の 役 割 を分担す る。

例1席 をゆず られて

(電車 の中)

S1「 ど うぞ,お か げ ください。」

S2「 そ うですか,あ りが とうございます。」

S2「 ど うもあ りび とうございま した。 ゆず っていただい て,ほ ん とに

助 か りま した。私 は こ二でお りますか ら。」(艶 はお りる。)
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Sエ(元 の席 にす わってか ら)「 つめれ ば もう一人 す わ れ ま す よ。 どう

ぞ。」

s3「 どうも。」(す わる。 じきにねて しま う。 間 もな くS1は お りて行

く。)

S3(目 を覚 ま して)し まった!乗 り越 した!終 点だ!(時 計 を見 なが

らとび出 して行 くところで一段落。)

(見物 人に向かって)席 なんかゆず られて,と んだ目にあった。 終点

まで連れ て行 かれ て,お まけ.に戻 る電 車 が な くて,タ クシー代 を

12000円 と られた よ。」

例Z雨 の 目曜 目

(部屋 の中。夫婦(S1とS2)が 友 人(S3〉 と電話で話す。S3は 通話 の声

だけ。〉

S1「 いや あ,残 念。雨 に降 られ て,ゴ ルフに行 けな くなっちゃった よ。

今 日はきみ とやれ るの を楽 しみ にしてたんだ,」

既 「うん,僕 もそ うなんだが,こ の降 りじゃ無理 だ。」

S1「 まあ,い いか。 せっか くの 日曜 なんだか ら,う ちでゆっ・くり休 も

う。 あ,ち ょっ と,家 内 がきみ と話 したい って。」

S2「 もしもし,ご ぷ さた してお ります.い つ も主人が大変 お世話 にな

りま して……」

S3「 いや,こ ち らこそ。今 日は雨 に降 られ ちゃいま して……」

S2「 いい え,雨 が降 って くれて}私,喜 んでお りますのよ。 主人 と車

でデパー トヘ行 こ うと思 ってお りますの。 もう半年 も前 か ら部屋 の

カー テ ンを変 えな くちゃ と思 ってお りま したんですけ ど,な かなか

二人 で選び に行 く問が な くて……eあ れで・主人・インテ リア には

うるさい んですの よ。」

この練習方法 もスキ ッ トを作 らせるま えに,例 題 を使 って予行練習 を し

てお く方 がよい。 また,同 様のアイデァを もっと簡単 な方法 に して,例 え

ばTが 「宝 くじで一千万 円当 りました。そ して ど うなりま した か。」 とい
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う問 いを出 し,Sが目 「あ りがた迷惑」的 な結果 に なる答 えを受身 で与 えて

もよい。

(練 習方法3)生 産過程一 叙述形式

ものの生産過程や ものご との成 り行 きをその段階 ごとに示 して いる写 真

または絵 を用 意 して・それ を見せなが ら推移 の過程 を説明 してい く。 中立

の受 身を使 っての叙述 である。

例rパ ンので きるまで」(小 麦 ボ畑 にまかれ る ところか ら始 める。 品物 は

一 般的 なもので もよい し
,日 本の例 として餅 や こけし人形 な ど民族的 な

もので もよい。学生 には自国 の特産物 などを紹 介 させ る とい いだろ う。)

「ポチが ドッグシ ョーで優勝 するまで」「手紙 が私 に届 くまで」

この練習方法で困難 なな点 は適 当な写 真や絵 な どの教具 をそ ろえるこ と

で ある。 これが準備 できない揚合 には,下 記 のよ うに,多 少幼稚 な擬 入法

に なるが,討 論形式 のrも の達 の身上話 」 にする こ ともで きる。

例.S1「 ぽ くはパン屋の ウィン ドー に 並べ られ ているパ ンです。 ぼ くの

両親 は カナダの畑 にまかれ た小麦 です。」

S2「 私 は ドッグシ ョーで 優勝 した 美女 のプー ドルです。 美 しい毛 並

み,整 ったスタイ ルや暫並 び,芸 のできる知性,き れ いな服装 な

どをほめ られ ま した。J

S37私 は一 通の手紙 です。 いま・ シンガポール か ら日本 に来 た タン

さんの机 の上 にいます 。一週 間前 にタンさんのおかあ さんの心 と

手か ら生 まれま した。 その時 はまだ封筒 の外 にいま した。」

このよ うに 「もの」 たち全員 ボー通 窮 自己紹介 をした後,現 在 に到 る

までの経 緯を下記 のよ うに受身表現 で語 る。討論形式 なので,途 中互 いに

質問 し合 うこともできる。

S1「 ……。小麦は刈 り取 られ・・…・。パ ン生地 はかまに入 れ られ……」

S2「 ……。私は毎 目ブラシをかけ られ……」

S3「 ……。郵便袋は空港に運 ぱれて飛行機 に積 み込 まれ ……」
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(練習 方法4)行 為 者 が不特定多数 の事柄 について の叙述 ・描写

例1新 聞記事

自国 語の新 聞で もよいか ら,読 んだ記事 の中 か ら・主体 が不特定多数者

であるよ うな内容 の ものを受身表現 を使 って報告 させる。その際 ・報道 で

よく使用 される単語 を予 め与 えて お くと 例 えば,開 催.される,行 われる,

(展〉示 される;考 え られ る,見 なされ る,み られる,言 われ(て い)る 』知

られ ている,～(な 〉され る,予 想 される,注 目され る,重(軽)視 される:

許(可 〉される・認 め られ る・問われ る,伝 え られる,求 め られる・課 せ ら

れる,き らわれ る,望 まれる,etc・.例 文:首 脳会 議 炉東京で開 かれる.政

界不祥事 は国際的 にも注 目されて いる。法 による規制 が求 め られる.

例2年 中行事

ある行事 の中で行 われる事柄 について 述 べ さ せ る。 例:目お盆の供養 で

1ま,花 が供 え られ,灯 籠 に火が ともされ る。

各国 の宗教的 ・歴史的行事,新 年や学校の行事,各 月 ごとの行事 を思 い

出させ る とよレ、。

例3歴 史上 の事実や将来 の展 望

目例;民 話 が伝 え られて きた。/近 隣諸国 に侵略 され 隼。/嫁 は一家 の労働

力 として迎 えられた。/平 和 な世界 が作 られ るだろ う目。

例4一 般的人情や感情

例;目 本 では 「四」 とい う数 が き らわれ る。/伝 統的 に偶 数 よ りも奇 数

の方 が好 まれ る。/あ の山 には鬼 がい る と恐れ られて いる。,1お年 寄

りに喜 ばれる贈物 は何 ですか。

(以上,安 斎幸枝担 当〉

76.Vそ うだ

Vそ うもない(L37)

可 能性 を表 現する時 によ く用 い られるが,可 能性 の否定的表現 を二入称

三人称 で用 いるこ どは,そ の人 の能力 を否定 するこ とにな りか ね な い の

で,そ の点注意 が必要 である ことを学生 には予 め注意 してお く必要 がある。
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(練習 方法1一 ①〉

蟹 階・一一M唾 皆

轟 塾魯
(着られそうだ)(着 られそうもない)

(練習方法1一②)

映画館の前に4,5入 並 映画館の前に大勢並ん

んでいる でいる目

　 脳.欝目 癖 蝉・

郷 鞭.

(座われそうだ〉(座 われそ うもない)

(練習方法1一 ③〉

そばや ホテノ匠 ユーオータニ

饗謄 「 、..1・lfぎ
監旨

田'i譲
～

(借 りられそ うだ)(借 りられ そ うもない)
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(練習方法1一 ④〉

10日 間の旅行荷物 を

かぱんに入れる

r惚

ス ー ツ ケ ー ス

《
グツや、ノ

鳳
)

(入りそ うだ〉(入 りそ 独 ない〉

(練習方法1一⑤)

映画 とラーメン 映駅 乃 ンス料壇

デー ト費用2入 で

5000円

(足りそうだ)(足 りそうもない〉.

(練習方法6)

会話の練習 として2・3人 の獅 一プ奇けれ
,そ れぞれのグノレープ荊

かの結果 を予想 した会話 を作 らせる
。

例 ① ジ ャイァ ンツの優勝 の行方

s1「s2さ ん 誇 勒 ジ ヤイア ンツ
,ど うで・しょうね.勝 てそ うでナ

かね。」

S2「 そ ラでずね。 今年は いいん じゃない ですか
。」

S1「 カー プは ど う,思います か。」

S2「 勝 てそ うです よ
。」

s・ 「じや,タ イガースは
。」

s2「 う一ん・ このチーム は しぱ らく勝 てそ うもな
いですね.」

② 人問の限界

SI「 いよいよ今年 はオ リンピ ック ですね
。」

S2「 そ うですね
。」
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S玉rカ ー ル.・ルイ スは9秒5を 切れますかね司

S2「 切れ そ うもないですね。

今世紀 中に人 間が9秒5を 切 るこ とはできそ うもないです よ。」

③ 買物

S1「 スーパーへ行 くけど何か買 って くる もの ある。」

S2「 そ うね.お しょ うゆが もうす ぐな くな りそ う。」

SIrう ん。わか った畢買 って くる。」

(練習方法7)ご めんな さい

楽 しみに していた ことが,何 かの理 由で実行 できな くなった ことを知 ら

せ るD

例 ①S「 明 日の コンサー トを楽 しみ にしていた のです が かピをひい

て,熱 が下が りそ うもあ りませ ん。」

②S「 車が こん でい て,約 束 の時間に間に合 いそ うもあ りません。」

(以上,久 光 直子担 当)

77,敬 語(L38～L3q)

「敬 語」 はいわゆる文型 として扱 うべ き もの ではないが
,こ こにま とめ

て示 してお く二とにする。

・'初 級 の段階で敬語 を教 育する必要 はない・ といった意見 もあるかも しれ

ないが,第1課 か ら 「でナ ・ます」 を用 いている以上・少 な くどもr待 遇

表現」 の観点 を無視 して 表現指導 を行 うこ とは不 可能 であろ う。 敬語 を

r尊 敬 」 やr謙 譲」 とい った語義 にこだわって考 えるこ とは
,・現在 の 目本

語の状況 か ら見れ ばほ とん ど意味 をもた ない。 人間関係 や揚に対 する配慮

に基づ く言葉 の 使 い分 け とい うことで 敬語表現 を捉 えれぱ(つ ま り待遇表

現 として敬語 を捉 えれ ば〉,相 手を必要 としない表現 でないかぎ り,初 級 の

第1課 か ら表現練習 は す なわち待 遇表現練習 とい うこ とになるのである。

したが って,そ の意味 ではこれ までの応用 表現練習 の ほとん どすべてが待

遇表現練 習 とい うこ とに なるわけで ある。 ただ しそ うはい って も,狭 い意

味 での敬語 であるrい らっ しゃる」やr申 し上 げる」 などを特 に意 識 させ

一185一



た練習 を行 う必要 もあるだ ろ う・ ここでは学習者 がそ うした敬語 語一語

の基本的 な意味 ・用 法 は一 応理解 している目とい う前提 に立 って,待 遇表現

としての敬語 の応用練習,総 合練習 の方法 について考 えてい きたい と思 う

が,ま ずその前提部分 に関す る留意点 を簡単 に述 べてお くことにする。

いわゆる 「尊敬語」 の,「 い らうしゃる」「お っしゃる」「くだ さる」 「ご

覧になる」 「な さる」 「め しあがる」 「お ・ご～に なる」 「お ・ご～なさる」

「～(ら)れ る」 「お ・ご短 くだ さる
」 などは,そ の語や語形式 で表 され る意

味 とともに,そ の動詞 がだれの動作 ・状 態 なのか を理解 させる こ とが大 切

で ある..そ の動 詞 の主体 を 高 く待遇 しているということが 理解 できれ ば,

尊 敏語 の誤用 はかな り少 な くなる といえよ う。

いわゆる 「謙譲語 」の,「 いただ く」「うかが う」 「さ しあげる」「申 し上

げる」「お ・ご～する」な どは,尊 敬語 で あげた留意点 を加 えて,だ れ に対

する動作 であるかを理解 させ る必要 がある。 その動詞 の対象 となる主体 を

高 く待遇す る とい うことが理解 しに くいため誤用 も多 くなるのだが,い っ

もrだ れが」 「だれ に(対 して)」 とい うことを明確 に させ て くこ と沸大釦

である。・…

「丁重 語」といわれる 「いた し(ま す〉」「お り(ま す)」rご ざい(ま す)」rま

い り(ま す)」 「も ケし(ま す)」 な どは与それがだれ の動 作 ・状態 か とい うこ

とと同 時に,ど の よ うな場 で 用 い られるのか とい うこ とぶ重 要 な点 とな

る。つ ま り相 手 が目上 で ある・とい うこ.とだけでは な く,改 まった場 で用 い

る語 なの だ とい うことを理解 させ る必要 がある。・

「丁寧語」 についてだが
,「 です ・ます』 は初級 における基本形 であ り,

rだ ・で ある」 との対 応 も形 式的 にはあま り問題 は ない とい えよ う。 ただ

し,相 手や場 に基づ くrで す ・ます体 」 とrだ 体」 の使 い分 けは実際 には

か なりむずか しい。最低限失礼 にな らないよ うな表現 をする とい う点 か ら

すれば,親 しい友人以外 には 「だ体」 は用い ないほ うが よい と思われ る、

「でございます」は 「ございます」とともに初級 の学習者 が使 いたがる傾 向

に あるが,実 際 に用 いた ほ うが よい とい える場 はほ とん どないので理解語
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として扱 っておいてよいだろう。

このほか名詞についての敬語 としては,「 お礼」「お電話」「ご説明」「ご

報告」「ご返事」など謙譲語 として用いられるものに注意する必要がある。

「お ・ご」 は自分や自分側の動作や事物 にはつけない,な どと誤った指導

をしないようにしたい。

以上,敬 語指導の前提部分に関する基本的 な留意点について述べてきた

魁 もちろん初級の段階でこれ らの語をすべて習得 させることはできない

し,ま たさせる必要 もない。初級では基本的,に,目 上の相手に失礼になら

ないように,あ るいは敬語が使えなかったために誤解 されることのないよ

うにン尊敬語+rで す ・ます`が 正確に用いられればよいと考 えている。

練習方法 に関する金体的 な留意点 としては・人間関係や場の設定を明確

にするということと同時に・学習者 に現実感をもたせることが大切であろ

うと思 う。教室に他の教師や卸対面の人をつれてくるラ為 るいは教室の外

に出て実際に多 くの人と接するようにさせる,と いづたこどが可能であれ

ばそれに越 したことはない。 しかし教室内学習であっても,い ろいろな役

割 を設定した り(例えぱ,社 長,部 長 といった名札をつけさせると,学 習者

は次第にその役割 を意識 レ演 じるようになる),緊 張感をもたせるために,

自己紹介や記者会見の設定のときにはVTR撮 影をしだ りすることなど

で,.か なり擬似的な現実感 をもたせることはできる。他の表現練習にも増

.して・練習をさせるための状況設定が大切になってくるといえよう。

(練習方法1)

基本的な表現意図別の練習。人間関像をあまり複雑にする.と詳細な説明

が必要 となり学習者 を混乱させるので,表 現主体は学習者 自身,相 手は基

本的な尊敬語+で す ・ますを用いる対象 となる教師や上司 な どに設 定 す

る。

これ らの練習は敬語の形や一文の丁寧度よりも,表 現意図を叶えるまで

の展開の仕方に注意させることが大切であ る.
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① 質問

(授業時にする質問)

S「 すみません。(質 問が あ ります。)」

Tが 黒板 のほ うを向いていた ら,振 り向 くあるいは返事 をす るのを待 っ

てか ら質問 に入 る。

sr～ について よ くわか りませ んので,説 明 して くだ さい。」

rこ の言葉の意味 がよ くわ か らないんですが。」

この揚合は 「説 明 していただ けませんかJ・「ご説明 くだ さいますか」「説

明 していただけるとあ りがたい のですが」な どとは言 わな い よ うに させ

る。Tが 授業 中に説 明するのは当然 の仕事 であるた め,特 別 に丁寧 な敬語

は必要 ない。 しか しそれ以上 に大切 なこ とは,こ の場合 は 「すみ ません,

質問 したい こ とが あるん でナ が よろ しい で、しょ うか。ゴ といった相手 に対

する許可求 めや長 い前置 きが不要 だ とい うこ とで ある。

(授業外 にする質 問)

S「 すみ ませ ん。 質問 したい ことがあるんですが,(今 よろ しいです

か)。」ソ目「すみ ませル。 お聞 き したい こ とがあるん です が,(今 よろ

しv、で しょ う..カ、)。」

Trど ん なこ とですか。/は い,何 で しょう～」

S「 この言葉 の使 い方が よ くわか らないん ですが,教 えていた だけ

ます か。」、'r大学院 に進学 したい んですが,ど うい う勉強 をすれ ば

いいんで しょ うカ㌔」

.この場合 にはTの 義務 の度合 いが低 くなるため,質 問す るまでの前置

きが必要 になる。つ ま り,丁 寧度 の高い敬語 を覚 えさせるこ とよ りも,ど

うい う展開 で 自分 の表現意図 を叶 えて い くか とい う方法 を習得 させる こ と

のぽ うが大切 なのである。 ここを誤 る と言葉 は丁寧だが失礼 だ とい うこ と

になってしま うか らで ある。

質問す る揚 は研究室 とい う設定 にして・学習者 を教室 の外 に出 し,ド ァ

をノック して入 って くる ところか ら練習 させ る とよい。
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Sノ ック

T「 はい,ど うぞ。」

S「 失礼 します。」

中に入 って・教 師の ところに近づ いてか ら,上 記 の展開 に移 る。

② 依 頼

依 頼 もその依頼 内容 の程度 によって,ま た依頼 で きる相 手か ど うか,依

頼 で きる状 況 にあるか ど うか などによ って展 開が異 なって くる.

(事務所 での依頼)

S「 すみませ ん。成績/修 了証明書 をお願い したいんです が。」

この場合 には簡単 に依頼可能 な内容 ・相手 ・状 況であるた 砲 葡置 きな

しに依頼 がで きる。ただ し,次 のよ うな場合 には前置 きや事情説 明が必要

となる。

S「 すみません。 ち ょっ とお願い したい こ とがあるんです が。」

T(事 務職員1「 はい,ど んなこ とで しょうか。」

S「 じつは,今 日の3時 に山田先生 に本 をお返 しするこ とに な って

いたんです が,急 用 がで きて帰 らなければ な らな くなって しま っ

た んです。 それで,申 し訳 あ 蟄ませλ・が,こ の本 を山 田先生 に渡

していただ けないで しょうカ㌔」

(研究室 での依頼)

Sブ ック

T「 はい,ど うぞ。」

S「 失礼 します。ユ

S「 す みませ ん。 先生 にお願 い したい こ とがあるんです が,今 よろ

しいで しょうか。」

T「 はい,ど んなことですか。」

S「 じつは,OO奨 学 金 を受 けるために推薦状 が必要 な ん で す が,

そ れ を書 いていただけない で しょうか。」

展開 を誤 らなければ・表現 は 「今 よろ しい です か」r書 いていた だけます
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か」r書 いていただきたいんですが」などとなって も特 に問題 は ない。い き

な り 「先生,推 薦状 をお書 きいた だけませ んで しょ う'カ・。」 と言 うほ うが,

段 階 を踏 んだ 「書 いて ください」 よ りか えって失礼な感 じを与 える といえ

よ う。

③ 勧誘

a勧 める どき

S「 先生,コ ー ヒー いかがでナ か。」

T「 あ,ど うもあ りが と う。」

S「 粧,も しよろしか った ら,ど うぞ。」/「先生,よ ろ しかった ら,

お使 い くだ さい。」

相 手 の利益 になる と思われ るもの を提 供 した り・勧 めた りする ときには

相手 の意 志 を開か ないほ うが む しろ丁寧に なる。 「耳一 ヒーお飲 みに な り

たい ですか」rお 使 いにな りたいです か」 な どとはいわないよ うに させる。

b誘 うと..き・

相 手の利益 に なる と思 われ る場合 には前置 きは不要 となるが,そ れ が不

明の場合には誘 うことのでき る相手 ・内容 ・状 況 か どうかを確認 してか ら

本題 に入 るよ うにす る。

S「 先生,来 週 の日曜 目はお忙 しいでナか。1何 か ご予定 がおあ りで

すか。」/「 先生 は歌舞伎 はお好 きですか、!.歌 舞伎 にご興味 はお

あ りです か。』

Trい や,特 に用 事は ない けど。何か～」/「 ええ,・好 きですよ。」

S、r歌 舞伎 の チケ ッ トが 手 に入gた んですが,も しよろ しかった ら

い らっ しゃい ませ んか。!い かがですかg」

相 手の利益 にな らない と思 われ る場合 には,依 頼 と同様 に 「ていただけ

ませんカ』」・.などとい う表現 となるQ

S「 目曜 日に 私の家 で パーテ イー をするんです が》 来 ていた だけま

すで しょうカ㌔」
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・ここで も 「いらっしゃ りたいです か」な どとは言わない よ う目に 注 意 す

るQ

(練習方法2〉 自己紹介 ・ス ピーチ

主に丁重 語の練習 として行 う。ただ自由に自己紹介 やス ピーチ をす る と

い うのでな く,「 いた します」、「(て)お ります 」「(て)ま い ります 」「も うし

ます」 などを用 いて行 う。・

基本的 には,つ ぎのよ.うになる。

S「 は じめま して。私 はOOか らまい りま した○○ ともうします。現

在OO大 学 でOOを 専 攻 してお ります。目目...。・・.ら ど うぞよろ

し.くお願 いいた します。」

丁重語 を使う場は実際 にもそ う多 くは ないので,こ うした 自己紹介 がで

きるよ うになれ ばと りあえず困るこ とはない といえ よう。目またスピーチ に

丁重語 を使 わせ る と,不 必要 に長いス ピーチ をする学 習者 は出な くな る。

(練習方法3)イ ンタ ビュー

① 主 に尊敬語 の練習 としてイ ンダビュー形 式 をとるo.イ ンタゼ ユー を受

ける人 はできれば 日本 人がよいのだ が,学 習者 同士 の凄合 でも練習 は でき

る。

最初 はイ ンタピューは役割 を演 じる とい うのではな く・,実際 に学習者 自

身 の興味や関心 がもて るような相手 を設定 した上 でインタビューす るほ う

がよい。.例えば目本 の歴史 に興味がある学習者 の揚合 には歴史学 の教 授 に

イ ンタビューす る とい う設定 のほ うが質問 が しやす くシ また敬 語 を用 い て

質 間する とい う現実感 が出 るわけである。 しか し,イ ンタ ビュー を受 ける

側 の知識 の閥題 もあるので,叶 えられ ない場合 にはいろいろな役割 を設定

す るこ とになる。

インタ ビュー の形式 も,一 対一か ら一対多 までい ろいろできる。研究 室

を訪 ねてそこで行 う,あ るいは テ レビのイ ンタビュー番組 とい う形式 で,

ま た街頭 インタビュー とい う設定で実際 に教室 の外 に出て行 ってもよい。

また,た だイ ンタ ビニー させる だけではな く,イ ンタ ビュー後 それ につ
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いて報告 させ る と・相手の話 を真剣に聞 きメモするよ うに なる。報告 の形

式 の一例 はつ ぎの よ うになる。

S「 今 日は歴史学 の 山田先生 に,い ろいろ とお話 を伺 いま した。 そ

れ をご報告 いた します。 まず,.一 にっいてお聞 き しま したが,

山 田先生 は...と お っ しゃい ま したcつ ぎに,..・ に ついて伺 い

ましたが,..,だ そ うです。先生 は.,.(い 』らっ しゃる/な さる1

お ～になる)そ うです.._。 以 上 です。」

② 記者会見

墓本 的 にはイ ンタビュー と同様 に なる 溝 総合練習 として行 う場 合 に

は,実 際 の記者会 見場 の ように し,進 行役,記 者,政 治家 ・映画 スター な

どの役割 を決 めて7質 問側 は尊敬語 や謙譲語 を,答 える側 はできるだけ丁

重語 を用 いる ようにす る とよい。

③ 面接試験

大学 や大学 院の面接,入 社,入 会 のた めの面接 など とい う設定 で行 う。

面接官 は数 人で質問 には尊敬語 を,面 接者 はできるだ け謙譲語や丁重 語 を

用い るよ うにす る とよい。

(練習方 法4)電 話 ・手紙 → 訪 問

総 合練習 として7大 学 あるいは 自宅 に電話 して教師 に何 かを依頼するた

めの アポイ ン トメ ントをと り,そ の後研究室 あるいは 自宅 を訪ねて正式 に

依頼 す る とい う練習 を行 う。 あるいは,最 初 に手紙 を出 し,つ ぎに電 話 を

して,訪 問 す るとい う順序 で行 って もよい。

かな り高度 な練習 になるが,初 級 は初級 な りの レベル で練習 は可能で あ

ろ う.ま ず教室 で部分 の練習 をして,そ れ か ら実際 に電話 を し,手 紙 を書

いてみる二 とが大切 で ある。

(以上,蒲 谷 宏担 当〉

78.Vた め に(L40)

客 観 的 な目的,理 由 を述 べる揚合 に使 われ るこ とが多 く,会 話。文 章の

練習 の際,状 況設定は フォーマ ル にしたほ うがよい。
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(練習方法 レ①)証 明書の請求

例 証明書の請求理由を書 く

在学証明書

氏名

学部

学科

使用目的

ノミスオミー トをとる ために

このほかに

。成績証明書

。卒業証明書

。通学証明書

・在籍証明書 等に利用可能

(練習方法1一②)遅 刻,欠 席等の理由(口頭でなく筆記の形態をとる)

例

私

会議欠席屈け

一
よ

出張の ために

会議 に欠席いた します

このほかに

。試験遅刻届け

。授業遅刻屈 け

。長期欠席届 け

。退勢 退部届 け

。退職届け 等に利用可能

(練習 方法3〉 伝言 ゲーム

ブォー マル な意味 をもたせるために遅刻,欠 席等 の理 由を友人 など第三

者 に代 わ って言 って もら う。

例S1「S2さ ん は,お 父 さんが国 か らい らっしゃったため に今 日は学校

を休 むそ うです。」

S呂 「職 さんは,お 子 さんが病気 のた めに,今 目はこ られ ないそ うで

す。」

(練習方法4)あ なた もコピー ライ ター

ニマーシ ャルを作 らせ る。

例 胃腸 の弱 い人 のために生協のポンポ ンOK。

飛行機嫌 いなあなたのた めに豪華容船 の旅。・
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夏休み の宿題 が終 わって いない君 のためにミスタースケ ット。

(練習方法5)イ ンタビュー

イ ンタビューする側 とされる側 に分 かれ,さ れ る側 はイ ンタ ビュー を受

ける。

例s「 あなたは何 のため矧 ジ ョギ ング してレ・るんですか。」

ダイテ ッ ト

ドリアノレバ イ ト1

貯 金.

(練習 方法6)自 問 自答

一人 になった時
,ふ と考 えるこ とを,普 通 球口に出 しては 言わないが,

こ こではあえて言 わせ るか}書 かせる。

例S『 私 は何 のために:こ こにいるん

日本 にきた ん

結婚 したん

働 いて いるん

(練習方法7)私 だ って レポー ター

iだ ろ う.9』1

全員ニ ュースキ ャス ターやレポー ター に奪 窮 台風・火事,事 故等 の報

告や現地 か らのよ うすを レポー トさせ る。

例S1「7時 のニ ュー スをお知 らせ いた します。雲仙普賢岳 は小噴火の た

めにまだまだ油断 できません。」

S2「 山手通 りは タク シー とトラ ックの事故 のために 不通 となってお

ります。」

79,目N1(数 詞)にN2(数 詞)(L40〉

(練習方法1)シ ュミ レーシ ョンゲーム

薬局 の受付 で薬 を渡 し・飲 み方 を口頭 で説 明 し,飲 み方 が正確 に伝 わっ

たか ど うか,得 点化 する。
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例
内 用 薬

カール ・スミス殿

食前 ・(食 後)・ 食 間

(毎朝)・(昼 ・)(夜)・ ね る前

散 剤1回1包

錠 剤1回2錠

カプセル 王回 個.

S1「 散 剤 は1回 に1包,錠 剤

は1回 に2錠 毎食後 に飲 ん

で くだ さい。」目

(練習方法2一 ①)グ ラフを見て考 えよ う。

目グラフを見 て ど うい うこ とがわかるか各 自答 えさせる。

この時,20%で あ れば5人 に1人 とい うよ うに答 えなけれ ばならないた

め,あ まP細 かい数字 だ と考 えるのに時間がかかる。そ のた め計算 しやす

い数 が望 ま しい。

主 婦 の 嫌 い な 家 事 作 業

嫌 い どち らとも いえな い 好 き

トグ3ア
・6%2G一 。

食 事の励 た づけ …1…i…………….35・2稲 つ

掃除i萎1遵4・t

食事 の用概ii:〔ii.37」48・5

洗濯5,雍2了 ・5

買い物15.0

.5.7鵬 降(松 下電器調べ)致 牢は錫(サ ン ケ イ目新 聞 〉

SIrア イ ロンかけの好 きな主婦 は5人 に1人.し かいません。」

S2「 掃 除は5人 に1人 が嫌 いです。」

(練習方法2一 ②)1

これ は,結 果 がグ ラフか ら表 にできているの で・考 える必要 はな く表 に

書 かれてい るこ とを使 って,二 二一スキャスター の レポー トのよ うにす る。
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S王 「「平成3年 度 に結婚 したカップルは44秒 に1組 お り,3分20秒

に1組 のカ ップルが離婚 しています。」

(練習方法3〉1目 に どこ ぐらい～

例 医者 と患者 の会話 で,嗜 好品,ス ポー ツ等 について聞 く。

Dr、 「タバ コを吸いますか。」

P.「 はい。」

Dr・rど の くらいですか。」

P.「1日 に5,6本 です。」

DL「 お酒 は。」

P・ 「そ うですね え。1目 にビール2本 ぐらいです。」

1練習 方法4)物 価高 に悩む学生 の会話

この他 に練習方法5に 示 してあるようなこ とを話題 として もよい。

例S1「S2さ ん,1ヶ 月 にい くらぐらい生活費 を使 ってる。」

S2「 そ うね え。だいたい10万 円 ぐらいかな。

東京 は物価 び高いか らね え。

で も,郊 外 に住 んだら1ヶ 月に7,8万 円 で もだい じようぶ みたい

よ。」
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(練習 方法5)街 頭 イ ンタ ビュー

各 自で質 問を考 え・ ク ラス全員 にイ ンタビュー し・ そ の結果 をグラフに

する。 これ を(練 習方法2)に も活用 できる。

例S1「 あなたは1年 に何 回 ぐらい旅行 を します か。」

S2「 あなたは1日 に何 分 ぐらい電話 を します か。」

S3「 あなたは1週 間 に何 回家族 と食事 をします か。」

践 「1ヶ 月 に どの ぐらい本 を読 みますか。4

S5「 よ く外食 をしますか。」

S6「 よ く学生 時代の友達 と会い ます か・」

80.N/Vま で に(L40)

特 定 され た時刻や時問 内に行動が終 了するこ とを示すた めに用いる こと

が多い。

(練習方法1〉 あなたな らどうする

特定 され た時刻(年 月,季 節)内 にある行動 が完 了す るよ うな文章 を作成

し,計 画表 を作 らせ る。

この計画表 か ら次 々に,予 定 を発 表 させる。

例 私 は今年 の10月 に結婚 します。

カレンダ123456
一の月

廟 姦1。9!8㌧615

式 ア 家 衣 二い
場 パ 具 裳 ス始
を1を を テめ
決 ト 捜 決 テる
め を す め ツ
る 捜 る ク

す へ
通

①10ケ 月前 まで に式 揚 を決 める。・

②3月 までにアパー トを決 める・

③4月 までに家具 を捜す。
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④2ヶ 月前までに招待状を出す。

同様に下記のような事例でも練習できる。

一{1欝・ 磁 牒欝1製:目
(練習 方法2一 ①)

人 に物 を依頼 する時,頼 む側 と頼 まれ る側で,条 件 が あれ ば依頼 はスム

ーズに進 むが}双 方 の条件 があわ ない時・依 頼は先 へ進 まない。故 に,こ

こでは,特 に条件 をつ けて練習 を行 な う必要 ぶある。

ク リー ニング屋 で(ク リーニン グ量 客の双方 の条件 に周題 のない とき)

客.「 これ,お 願い します。」

クリーニ ング屋 「はい。 あさっての火曜 日にできます。」

「毎度有難 うございます。」

との細 双方　 がない雌 習目的の(專　 〉は痘畷

がない。

(練習方法2一 ②)

ク リー ニング屋 で(客 が期 日を指定 してOKの とき)

客 「これ}火 曜 目(あ さって〉までにできますか。」ド

クリーニング屋 「あさって ですか。大丈夫 です よ.」

客 「じゃ)お 願い します。」

クリーニ ング屋 「はい。毎度有 難 うございます。」

(練習方法2一 ③〉

クリーニン グ屋 で(客 が期 目を指定 してダメ なとき)・

客 「これ,火 曜 目(あ さって〉までにできますか。」

ク リーニング屋 「あさって です か、水曜 目(し あ さって)で した らなん と

か。一

客 「じゃ,お 願 い します。〆じゃ,い いです。」目.
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同様 に写 真屋,靴 の修理屋・ 出前等 に利用可能

(練習方法3一 ①)病 院 で

S1「 受 付 は何時 まで です か。』

S2「11時 ま でです。11時 までに来 て くだ さい。」

(練習方法3一 ②)図 書館で

S1「 いつまで借 りられ ますか」

S2r2週 間 です か ら来 月 の10日 までに返 して くだ さい。」

(以上,久 光直子捧 当)
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なお最後に,検 索の便をはかP・ 初級文型応用表現練習法(1)～(3)(r講

座 目本語教育」第25～27分 冊)で 取 り上げた初級文型すべてのr覧 を掲

げておく。

初級文型応用表現練習法(1)～(3)総 目次

1、N1はN2で す(L1)

2,こ,そ,あ 艶 ど(L1,L2)

3.数 の 数 え方(L2)

4.Nエ のN2(L3)

5,目NはAjで す(L3)

6・NはAjNで す(H)

7.NはVま す(L5)

8・N1はN2今/にVま す(L5)

9,N1はN2をVま す(L6)

10.N1はN2でN3をVま す(L7)

11,日 付,塵 日(L7)

12,N1はN2(場 所)に あ り ま す(L8)

三3,N1はN2(場 所)に い ま す(L8)

14,N1(場 所)にN2が あ り ま す

が い ま す(L9〉

15.N(場 所)に な に か あ ワま す か

誰 か い ま す か(L9)

16.「 ど うv、た しま して 。」(L10)

17,「 二 ち らこ そ 。」(L10)

18、 「(い い え,)と ん で も な い 。」(L10)

19.「(ど な た か)を お 願 い し ま す 。」(L10)

20、 「Aで す か,Bで す か 。」(L10)目

2L「 い い え,け っ こ うで す 。」(L10)
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31,

32,

33.

3尋.

35,

36.

37.

38.

39.

40.

41.

一 つ
,二 つ_、(数 詞)(L10)

N1がN2にVま した(Ll1〉

Ajた です

AjNで した(L12)

も う7ま だ(L12)

ま だA/N/▽ で すか(L12)

Aか らBま で(L13)

ど うや つてVま すか(L13)

Vて ください

Vな い で ください

Vて ください ませ んか(L14)

V1な い でV2(L14)

Vま し ょう(か)(L14)

あ げる/も らう ノくれ る 〔L14)

N王 はAで,N2はBで す

NはAで,Bで す

N・ は,AでB(宴)N2で 子(L15)

・一 　膿 覗
、.

Nエ やN2(L15)

Aj一 く,AjN一 に(LI6)

Vな さい(L16)

Vて レ、ま す(L17)

N1をV1にN2(場 所)へ/にV2ま す(L18)

V1な が らV2(L20)

V1て か らV2(L20)
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一 そ うです(様 相〉(L20)

Vて あ げる,Vて も らう,Vて くれ る(L20)

A.た りBた り(L20)

一 グ)です(L21)

Vて い ます(結 果 の状態)(L21)

Nに なPま す

Aj藪 に な ります

A5く な ります(L22)

V.たv、(L22)

NIよPN2の ほ うがAで す

Nび いちぱんAで す

もっとAで す(L23)

Aの でB(L23)

NがVて あ ります(L24)

N1はN2が ～(L2ヰ)

Nは 甜 で しょう/だ ったで しょ う

/な いで しょうノなか ったで しょう(L25)

Vて もいいです

Ajて もいいです

Nで もいい です(L26)

Vて は いけません(L2㊦

Vな キナれ セぎな りません(L27)

しか し/け れ ども1で も(L28)

で す か ら/だ か ら/そ れで(L28)

一 そ うです(伝 開)(L28)

Vた ん です(L28)

Vて しまい ま した(L28)

それ に(L28)
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越178

P.179
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第1261分 冊'p.243

p.250

P.251
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P.253
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p,256

p.258
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p、262

目 P.262

p.263

P.264

P,264



63.Vれ る/ら れ る/可 能 動 詞P.26千

▽ こ と 力窪で き る(L29)

64.Vれ る,'ら れ る よ う に な る(L29)P.265

65.一 だ け目p.266

～ し か(L29〉

66、N(人)を/にvせ る/さ せ る 第27分 冊P、163

Nエ(人)にN2(事 柄)をVせ る/さ せ る(使 役)(L30)

67,一 ほ う が い い(L30).目p、165

68.一 よ う1こす る(L30)P,168

69.一 は ず で す 〔L31)P,169

70.一 っ も りで す(L31)p,170

71.一 よ うで す目'P.171

一 ら しい で す(L31)

72,一 か も しれ ま せ'ん 〔L31)rp,172

73.と!.ば/た ら ノ な ら(L32～L35).目'P,172

74.Vう/Vよ う と思 い ま す(L33)p.176

75,N(人)がVれ る/ら れ る・.P.177

N1(人)がN2(入)にVれ る/ら れ る

N1(人)がN2(人)にN3(事 物)をVれ る/ら れ る(受 身 〉(L36)

76,Vそ うだ目P、182

Vそ う も な い(L37〉

77,敬 語(L38～L39),.p、185

78.Vた め に(L40)P.192

79.N1(数 詞 〉にN2(数 詞)(L40〉目目P.194

80・N/Vま で に(L鵜)..目p・197
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